






















 天保八年、歳大飢荒、上毛鴻巣有百姓権七者、経営賑給、 　官褒之、許其称氏且帯刀、余弘化丙午秋九月、帰途舎鴻巣、問之主、益得其詳矣 有所為、因賦之







































　　丙申之秋歳不豊 　　丙申の秋 　歳 　豊かならず　　丁酉告飢四疆窮 　丁酉 　飢を告げ 　四疆窮す　　一斗千緡不可購 　　一斗 千緡もてすら購ふべ らず　　可憐餓莩塡西東 　　憐むべし 餓莩 西東を
塡うづ
むるを
　第二段。天保七、八年の凶作により、米価が騰貴 、多くの餓死者が出たことを言ふ。　丙申は、天保七年。丁酉は、同八年。四疆は、国の四方の境 ここ は、国全体の意。七年、八年と困窮の度合ひが増し

























に施したことを言ふ。他邑は、他所の村も、の意であらう。称恵は、恩恵を賞賛する。恵み深い行為を褒め讃へる。無徳色は、自分の行為をひけらかして偉ぶるやうな態度がない、といふこと。県吏は、代官所の役人をいふのであらう。褒勤は、働きに対し褒美を与へる意か 或い 褒勧 誤か。それならば、善行を褒め勧める。奨励する。但し、何れにせよ、韻が合はず、不審。
　　君不見古先聖王重三事 　　君見ずや 　古先聖王 三事を重んじ　　授之田疇授之器 　　之れに田疇を授け 　之れに器を授く　　不重金玉唯重農 　　金玉を重んぜず 唯だ農を重んず
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　　重農之効致泰治 　　農を重んずる効は泰治を致す　第四段。儒教の理念に於て、古来、農事が重んぜられてゐることを言ふ。　古先聖王は、 理念に於ける上 の聖天子。 『尚書』康誥に「古先哲王」の語が見える。三事は、 『毛詩』大雅、蕩之什「常武」に「不留不処、三事就緒。 」 （留まらず処らず、三事緒に就かしめよ。 ）とあり、 『集伝』に「三事未詳。或曰三農之事。 」 （三事は未だ詳かならず。或いは曰はく、三農の事なりと。 ）とある。三農は、高原、平地、低湿地の、三種類の地形に於ける農耕を言ふ。また、春耕、夏耘、秋収の三季の農事を言ふ場合もある。三事に就いては、また『春秋左氏伝』文公七年 「正徳利用厚生、謂之三事。 」 （正徳、利用、厚生、之れを三事 謂ふ。 ）とあり、正徳（民の徳を正す） 、利用（民生業の利便を図 ） 、厚生（民の生活を豊かにする）の三つの事柄とも解せられる。田疇は、田畑。耕作地。器は ここでは農具。金玉は、黄金と珠玉。貴重な財貨 泰治は、安らかに治まるこ 。
　　又不聞王侯貴人驕且奢 　　又た聞かずや 　王侯 貴人 　驕り且つ奢る　　政先掊克眤侫邪 　　政は掊克を先とし 　侫邪に
眤した
しむ


























　　不重金玉重三農 　　金玉を重んぜず 　三農を重んじなば　　四方之民襁負至 　　四方の民 　襁負して至らん　第六段。諸大名の 臣（家老など）たちが、権七の行ひを見習つて、租税負担を軽くして民に恩恵を施し、かつ、農業を
重んずるならば、必ずや理想的な世の中が実現することであらう、と言つて結ぶ。
　嗚呼、嘻噫は、ともに詠嘆の辞。賢佐は、君主を補佐する立派な臣下。義は ここでは、立派な行為。薄斂は、租税を軽



































































嶋家六代目を継いだ。貞雄の事績に就いては、中村敬宇に「福嶋貞雄墓表」 （ 『敬宇文集』巻之十所収）があ 。即ち、次のやうなものである。











ふ。是の時 四方餓死 る者有り。而して隣近の村邑 皆頼り 以て
済すく
ふを得たり。故に知る、一人食を減ずれば一人












































人、食にあらざれば生せず、故に農業は政の本也、尚書洪範八政にも、是を以て第一とす、むかし帝舜位に即き岳牧にはかり給ふ初に、食哉維時とあり、周の世盛なるも農事よりして国を闢き 八百年の基をなせり、即チ詩経の豳風七月の詩 、文王の祖父公劉はじめて王業をひらき給ふ時の事にて、衣食は の急務なれば、あらかじめ備へ置へきよしと百姓 耕作に苦労する事をいたはり 咏したる詩也、誠に衣食は王業の根本にして古今治乱 りさまを見るに、凡国家の治まるは、人君を恭倹 して、農桑に心を用 給ふより起り、其乱るゝは驕肆 して下民をしへたげ、農桑の事を忘るゝより起らさるはなし、
と言つて、農業の重要性を強調してゐる。また、第四則「人君の徳倹素を本 す 事を論」では、
堯舜をはじめ奉り、代々の英主賢君皆 素 守り給はさるはなく、国を失ひ身を喪すの君 奢ならさるはな 、国の盛衰興亡は倹素を守ると守 とにあり、











に「記其民俗土風。 」 （其の民俗土風を記す。 ）と言ふ通り、作者が好んで滞在した安房の風物 詠じ 小詩集 り 政治的な要素とは一見縁遠いやうにも思はれるが、例へば その中 、 　
　　午餉榿陰斟酒漿 　　午餉 　榿陰 　酒漿を斟む　　孩児在背女条桑 　　孩児背に在り 　女桑を条す　　里司仁厚無苛政 　里司 仁厚 して苛政無し　　活底豳風七月章 　　活底の豳風七月の章
といふ作品などは、作者に「権七救荒行」の作があることを ふ時 単なる風物 詩として見ることは 来ないであらう。片山恒斎は右の「序」に於いて、竹堂を一方では「白髪蒼顔。頽然自放。吟咏是事。無復意於世矣。 」 （白髪蒼顔、頽然自放、吟咏を是れ事とし、復た世に意あること無し。 ）と言ひながら、また「然其初志豈止於此者耶。蓋有足深悲者。 」 （ れども其の初志、豈に此に止まる者ならんや。蓋し深く悲しむに足 者有るなり。 ）と 述べてゐる。竹堂の「深く しむに足る者」とは、一体、何だつたのであらうか。
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（３） 　拙稿「弘化期一詩人の詠じたる新田氏及び徳川氏」 （茨城大学人文学部紀要『人文学科論集』第四十四号 　平成十七年九月） 、同「弘化
期一詩人の詠じたる世良田義政」 （茨城大学人文学部紀要『人文コミュニケーション学科論集』第一号 　平成十八年九月） 。
（４） 　原本で「鳴」に作るのを改めた（５） 　『国史大辞典』 （吉川弘文館） 「天保の飢饉」の項（衣笠安喜氏執筆） 。（６） 　『鴻巣市史』通史編二（近世） （平成十六 二月 　埼玉県鴻巣市）第八章第二節の二。（７） 　大日本地誌大系『新編武蔵風土記 』第八巻（雄山閣）に拠る。（８） 　一部未完であつたのを、その志を継ぎ、貞雄が整理、補訂して完成せしめてゐる。渡辺刀水「武蔵志の著者福嶋東雄」 （ 『渡辺刀水集』
平成元年二月 　青裳堂書店） 、小野文雄「武蔵志及び贍民録版木」 （ 『埼玉県指定文化財調査報告書』第一集 　昭和三十七年） （筆者未見 、『新編埼玉県史』通史編四（平成元年三月 　埼玉県）第六章第四節、 『鴻巣市史』第十章第二節の一。 『武蔵志』は『新編埼玉県史』資料編第十巻（近世一）所収。
（９） 　『敬宇文集』 （明治三十六年四月 　吉川弘文館）に拠る。（
10） 　『国書人名辞典』 （岩波書店） 「福嶋貞雄」の項では、生年を天明二年、歿年月日を天保八年 月十八日、享年五十六歳、とするが、全て不審。また、生家の苗字を成田とするのも不審。
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16） 　嘉永元年片山恒斎序。 「 〈紀元二千六百年記念〉房総叢書」第八巻（昭和十七年五月 　同刊行会 所収。以下の引用は、国立国会図書館鶚軒文庫所蔵版本に拠る。
